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従
来
、
『
漢
書
』
「
五
行
志
」
（
以
下
「
五
行
志
」
と
略
記
）

は
、
そ
の
災
異
理
論
を
中
心
に
し
て
、
「
洪
範
五
行
伝
」
研
究

の
た
め
に
と
り
あ
げ
る
、
或
い
は
董
仲
舒
•
劉
向
・
劉
飲
•
京

房
の
説
が
「
五
行
志
」
に
存
す
る
た
め
、
彼
ら
の
思
想
研
究
の

た
め
に
と
り
あ
げ
る
、
と
い
っ
た
扱
わ
れ
か
た
が
多
く
、
「
五

行
志
」
が
記
載
す
る
個
々
の
災
異
記
事
自
身
に
つ
い
て
分
析
す

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
災
異
思
想
も
理

論
面
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
、
そ
れ
に
連
関
す
る
個
々
の
具
体
的

な
災
異
記
事
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
傾

向
が
あ
る
。
（
本
稿
末
の
〔
附
記
〕
参
照
）

そ
こ
で
、
本
稿
は
「
旱
魃
」
「
畠
害
」
「
水
害
」
の
三
種
類

の
災
異
説
を
選
び
、
こ
れ
ら
の
災
異
説
に
お
け
る
例
証
と
し
て

は
じ
め
に

「
五
行
志
」
の
災
異
説
と
、

第

「
本
紀
」

「
列
伝
」
に
言
う
災

の
災
異
記
事
の
有
無
や
相
関
関
係
な
ど
、
災
異
説
と
関
連
災
異

記
事
と
の
関
係
を
、
「
五
行
志
」
「
本
紀
」
「
列
伝
」
を
材
料

と
し
つ
つ
、
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

な
お
、
災
異
記
述
に
関
し
て
、
影
山
輝
国
「
西
漢
新
災
異
年

表
」
（
『
人
文
科
学
紀
要
』
第
八
十
五
輯
「
国
語
学
・
漢
文
学
」

•
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
学
科
・
一
九
八
七
年
）
が
精
細
に

整
理
し
て
い
る
。
こ
の
大
作
は
、
漢
代
の
災
異
説
を
研
究
す
る

上
に
お
い
て
不
可
欠
の
年
表
で
あ
る
。
ま
た
、
吉
川
忠
夫
•
富

谷
至
共
訳
『
漢
書
五
行
志
』
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
四
六
O・

一
九
八
六
年
）
か
ら
多
く
の
御
教
示
を
得
た
。

『
漢
書
』
「
五
行
志
」
災
異
理
論
の
再
検
討

「
大
旱
」
災
異
説

釜

田

啓

市

（
大
阪
大
学
大
学
院
生
）

(63) 
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異
説
・
災
害
と
を
比
較
す
る
と
、
「
五
行
志
」
の
災
異
説
の
型

は
、
以
下
の
三
種
類
に
分
類
で
き
る
。
①
「
五
行
志
」
に
記
載
さ

れ
て
お
り
、
且
つ
「
本
紀
」
「
列
伝
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記

事
、
②
「
五
行
志
」
に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
記
事
、
③
「
五

行
志
」
に
は
記
載
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
「
本
紀
」
「
列
伝
」

等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
事
、
の
三
種
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三

種
類
に
つ
い
て
、
以
下
、
①
を
甲
種
、
②
を
乙
種
、
③
を
丙
種

と
称
し
、
第
四
章
に
至
る
ま
で
同
様
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に

す
る
。
な
お
、
災
異
説
と
し
て
成
立
し
て
い
な
い
単
な
る
災
害

記
事
を
も
、
行
論
の
都
合
上
、
し
ば
ら
く
丙
種
に
分
類
し
て
お

゜
＜
 「
旱
魃
」
に
対
す
る
災
異
説
（
以
下
「
旱
魃
」
災
異
説
と
称

す
）
は
、
甲
種
七
例
、
乙
種
八
例
、
丙
種
十
五
例
で
あ
る
。
ま

ず
、
甲
種
よ
り
。

（
文
帝
）
後
六
年
春
、
天
下
大
い
に
旱
す
。
是
よ
り
先
、

車
騎
材
官
を
発
し
広
昌
に
屯
せ
し
む
。
是
の
歳
二
月
、
復

た
材
官
を
発
し
罷
西
に
屯
せ
し
む
。
後
、
匈
奴
大
い
に
上

郡
・
雲
中
に
入
る
。
蜂
火
長
安
に
通
ず
。
三
将
軍
（
令
免

•
蘇
意
•
張
武
）
辺
に
屯
し
、
又
た
三
将
軍
（
周
亜
父
・

劉
礼
•
徐
属
）
京
師
に
屯
す
。
（
五
行
志
中
之
上
〔
以

下
、
五
行
志
の
三
字
省
略
〕
）

こ
の
時
の
「
旱
魃
」
に
関
し
て
、
「
文
帝
紀
」
は
「
六
年
…
…

夏
四
月
、
大
い
に
旱
す
」
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
、
「
五
行
志
」

と
「
本
紀
・
列
伝
」
と
の
両
方
に
「
災
害
」
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
が
甲
種
で
あ
る
。

こ
の
時
の
「
大
旱
」
に
関
し
て
、
「
五
行
志
」
で
は
、
原
因

を
「
匈
奴
征
討
」
に
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
の
「
匈
奴
征
討
」
が

具
体
的
に
ど
の
程
度
の
規
模
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
「
匈
奴
伝
」
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

軍
臣
単
子
立
ち
て
歳
余
、
匈
奴
復
た
和
親
を
絶
ち
、

大
い
に
上
郡
・
雲
中
に
入
る
こ
と
各
々
三
万
騎
、
殺
略
す

る
所
甚
だ
衆
し
。
是
に
於
て
、
漢
三
将
軍
の
軍
を
し
て

北
地
に
屯
し
、
代
は
旬
注
に
屯
し
、
趙
は
飛
狐
口
に
屯
し
、

縁
辺
亦
た
各
々
堅
守
し
、
以
て
胡
寇
に
備
え
し
む
。
又
た

三
将
軍
を
置
き
、
長
安
の
西
の
細
柳
．
渭
北
の
棘
門
・
覇

上
に
軍
し
、
以
て
胡
に
備
え
し
む
。

軍
臣
単
子
が
即
位
し
て
数
年
後
、
文
帝
六
年
に
匈
奴
は
上
郡

•
雲
中
に
そ
れ
ぞ
れ
三
万
の
大
軍
を
差
し
向
け
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
漢
は
令
免
を
飛
狐
口
に
、
蘇
意
を
旬
注
に
、
張
武
を
北

地
に
派
造
し
、
ま
た
周
亜
父
を
細
柳
に
、
劉
礼
を
覇
上
に
、
徐

(64) 
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属
を
棘
門
に
派
造
し
た
。
匈
奴
の
侵
攻
以
前
、
「
文
帝
紀
」
に

よ
れ
ば
後
二
年
に
、
匈
奴
と
漢
と
は
和
親
策
を
取
っ
て
い
た
の

だ
が
、
そ
の
和
親
も
こ
こ
に
破
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の

匈
奴
の
兵
は
、
上
郡
に
三
万
、
雲
中
に
三
万
で
、
計
六
万
で
あ

る
。
こ
の
六
万
の
兵
に
対
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
漢
も
少
な
か

ら
ぬ
兵
を
派
造
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
文
帝
後
六
年
の
「
大
旱
」
と
関
連
づ
け
ら
れ

て
い
る
「
匈
奴
征
討
」
は
、
匈
奴
と
漢
と
の
全
面
戦
争
で
あ
っ

た。
「
旱
魃
」
災
異
説
を
見
て
い
く
際
、
こ
の
よ
う
に
「
旱
魃
」

の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
部
分
、
即
ち
「
人
為
」
を
中
心
に
置
い

て
「
旱
魃
」
災
異
説
の
甲
種
を
み
る
と
、
「
人
為
」
が
「
匈
奴

征
討
」
と
さ
れ
て
い
る
記
事
が
、
あ
と
三
つ
あ
る
。
武
帝
の
元

光
六
年
夏
の
「
大
旱
」
で
は
「
是
の
歳
、
四
将
軍
匈
奴
を
征

す
」
（
中
之
上
）
と
言
い
、
同
元
朔
五
年
春
で
は
「
六
将
軍
の

衆
十
余
万
匈
奴
を
征
す
」
（
中
之
上
）
と
言
う
。
宣
帝
の
本

始
三
年
夏
で
は
「
是
よ
り
先
、
五
将
軍
の
衆
二
十
万
匈
奴
を

征
す
」
（
中
之
上
）
と
言
う
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
大
規

模
な
外
征
事
業
で
あ
る
。

「
匈
奴
征
討
」
以
外
と
し
て
、
昭
帝
の
始
元
六
年
の
「
大
旱
」

で
は
「
是
よ
り
先
、
大
鴻
腱
の
田
広
明
益
州
を
征
す
。
師
を

暴
す
こ
と
連
年
」
（
中
之
上
）
と
言
う
。
こ
れ
も
、
相
手
が
「
匈

奴
」
で
は
な
い
だ
け
で
、
「
師
を
暴
す
こ
と
連
年
」
と
あ
る
よ

う
に
、
大
規
模
な
外
征
事
業
で
あ
る
。

ま
た
、
恵
帝
の
五
年
夏
で
は
、
「
是
よ
り
先
、
民
男
女
十
四

貨

万
六
千
人
を
発
し
長
安
を
城
く
。
是
の
歳
、
城
乃
ち
成
る
」
（
中

之
上
）
と
言
っ
。
こ
れ
は
、
外
征
で
は
な
い
が
、
首
都
長
安
の

土
木
事
業
で
あ
り
、
動
員
し
た
人
数
が
「
十
四
万
六
千
人
」
で

あ
る
。
大
規
模
な
国
家
事
業
で
あ
る
。
し
か
も
、
季
節
は
農
事

の
始
ま
る
春
で
あ
り
、
農
業
上
、
こ
れ
だ
け
の
人
数
を
動
員
し

て
の
土
木
事
業
な
ど
は
、
冬
期
以
外
は
し
な
い
と
い
う
の
が
儒

教
政
治
上
の
通
念
で
あ
る
。

こ
れ
ら
「
大
旱
」
甲
種
の
「
人
為
」
記
事
を
み
る
と
、
い
づ

れ
も
大
規
模
な
国
家
事
業
で
あ
り
、
民
衆
に
か
な
り
の
負
担
を

強
い
た
事
業
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
共
通
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ

よ
う
。乙

種
は
、
「
五
行
志
」
に
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
災
異
記

事
で
あ
る
。
全
部
で
、
七
例
。
以
下
、
具
体
例
を
示
す
。

元
狩
三
年
夏
、
大
い
に
旱
す
。
是
の
歳
、
天
下
の
故
吏

(65) 
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を
発
し
て
、
上
林
を
伐
棘
し
、
昆
明
池
を
穿
つ
。

上）

元
狩
三
年
夏
の
「
大
旱
」
の
記
事
は
、
「
五
行
志
」
の
こ
の

部
分
に
し
か
な
い
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
言
う
と
、
当
時
、
越

へ
の
外
征
で
水
戦
が
必
要
な
た
め
、
訓
練
の
た
め
に
大
き
な
池

を
作
っ
た
の
が
、
「
昆
明
池
」
で
あ
る
。
船
を
浮
か
べ
、
水
戦

の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
大
土
木
事
業
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
元
狩
三
年
の
「
大
旱
」
記
事
に
お
い
て
、
そ
の
理
由

と
な
っ
た
「
人
為
」
は
土
木
事
業
で
あ
る
。

そ
の
他
、
乙
種
と
し
て
は
、
文
帝
三
年
秋
の
「
旱
」
（
中
之

上
）
と
、
宣
帝
の
神
爵
元
年
秋
の
「
大
旱
」
（
中
之
上
）
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
の
理
由
と
し
て
の
「
人
為
」
は
匈
奴
征
討

の
時
の
済
北
王
興
居
の
反
乱
を
、
後
者
の
そ
れ
は
趙
充
国
の
西

莞
征
討
を
対
応
さ
せ
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
外
征
に
関
係
し
て
い

る。
こ
れ
ま
で
あ
げ
た
「
旱
魃
」
災
異
説
は
、
「
人
為
」
と
し
て

「
外
征
」
「
土
木
事
業
」
な
ど
、
民
衆
に
負
担
を
強
い
た
事
業

が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
、
し
か
し
民
衆
の
負
担
と
は
関
係
の
な
い

事
件
を
「
人
為
」
と
し
て
あ
げ
て
い
る
災
異
記
事
が
一
例
あ
る
。

征
和
元
年
夏
、
大
い
に
旱
す
。
是
の
歳
、
三
輔
の
騎
士

（
中
之

を
発
し
、
長
安
の
城
門
を
閉
じ
、
大
捜
せ
し
む
。
始
め
て

巫
曇
を
治
む
。
明
年
、
衛
皇
后
、
太
子
敗
る
。
（
中
之
上
）

こ
の
「
大
旱
」
記
事
は
、
「
人
為
」
と
し
て
「
巫
暴
の
禍
」

を
挙
げ
て
い
る
。
「
巫
曇
の
禍
」
は
、
直
接
に
民
衆
に
関
係
す

る
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
政
治
的
権
力
闘
争
と
い
う
べ
き
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
「
大
旱
」
乙
種
の
「
人
為
」
と

異
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
旱
魃
」
災
異
説
の
乙
種
の
災
異
記
事
の
な
か
に
は
、

「
災
害
」
が
複
数
あ
げ
ら
れ
て
い
る
災
異
記
事
も
あ
る
。

（
武
帝
）
天
漢
元
年
夏
、
大
い
に
旱
す
。
其
の
三
年
の

夏
、
大
い
に
旱
す
。
是
よ
り
先
、
戴
師
将
軍
大
宛
を
征
し

て
還
る
。
天
漢
元
年
、
適
民
（
顔
師
古
注
「
適
、
読
み
謳

と
日
う
」
）
を
発
す
。
二
年
夏
、
三
将
軍
匈
奴
を
征
す
。

し

李
陵
没
み
て
還
ら
ず
。
（
中
之
上
）

こ
の
記
事
に
は
、
二
つ
の
「
大
旱
」
が
並
列
さ
れ
て
お
り
、

人
為
と
し
て
、
戴
師
将
軍
李
広
利
の
大
宛
征
討
、
天
漢
元
年
の

「
適
民
を
発
す
」
、
そ
し
て
、
天
漢
二
年
の
匈
奴
征
討
、
が
並

列
さ
れ
て
い
る
。
「
大
旱
」
が
二
つ
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

点
で
、
従
来
の
災
異
記
事
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
「
人
為
」
と

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
「
外
征
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(66) 
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「
縣
害
」
に
対
す
る
災
異
説
（
以
下
「
縣
害
」
災
異
説
と
称

す
）
は
、
甲
種
六
例
、
乙
種
三
例
、
丙
種
三
例
で
あ
る
。
ま
ず

甲
種
か
ら
。文
帝
の
後
六
年
秋
、
嶼
あ
り
。
是
の
歳
、
匈
奴
大
い

に
上
郡
・
雲
中
に
入
る
。
蜂
火
長
安
に
通
ず
。
三
将
軍

を
し
て
辺
に
屯
し
、
三
将
軍
（
「
三
将
軍
」
に
つ
い
て
は

第
二
章

以
上
、
「
旱
魃
」
災
異
説
の
甲
種
・
乙
種
を
み
て
き
た
。
そ

こ
で
、
「
旱
魃
」
災
異
説
を
整
理
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
甲
種

・
乙
種
と
も
に
、
「
人
為
」
と
し
て
「
外
征
」
「
土
木
事
業
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
看
取
で
き
る
。
た
だ
し
、
乙
種

の
「
征
和
元
年
」
の
記
事
の
よ
う
に
、
民
衆
の
負
担
と
は
無
関

係
の
「
巫
録
の
禍
」
を
、
「
人
為
」
と
し
て
あ
げ
る
記
事
も
一

例
で
は
あ
る
が
、
存
在
す
る
。
ま
た
、
同
じ
く
乙
種
に
、
二
つ

の
「
大
旱
」
が
並
列
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
「
人
為
」

は
や
は
り
「
外
征
」
と
対
応
し
て
い
る
。

な
お
、
丙
種
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
に
お
い
て
述
べ
る
。

「
晶
害
」
災
異
説

前
出
）
を
し
て
京
師
に
屯
せ
し
む
。
（
下
之
上
）

こ
の
と
き
の
匈
奴
と
の
戦
争
は
、
前
掲
の
対
匈
奴
戦
で
あ
る

の
で
、
説
明
は
省
略
す
る
。
こ
こ
で
も
、
「
縣
害
」
と
匈
奴
征

討
、
即
ち
「
外
征
」
と
を
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
「
騒
害
」
と
「
外
征
」
と
が
対
応
し
て
い
る
例
と
し
て
、

他
に
景
帝
中
三
年
の
縣
害
が
匈
奴
征
討
と
、
武
帝
元
封
六
年
秋

の
そ
れ
が
朝
鮮
征
討
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

ま
た
、
「
外
征
」
以
外
で
は
、
平
帝
元
始
二
年
秋
の
「
縣
害
」

が
王
非
の
政
権
掌
握
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

こ
の
四
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
縣
害
」
記
事
を
―
つ
だ
け
も
つ

「
災
異
記
事
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
災
害
」
記
事
を
複
数
も

つ
災
異
説
が
あ
る
。

武
帝
元
光
五
年
秋
、
娯
あ
り
。
六
年
夏
、
蜻
あ
り
。
是

よ
り
先
‘
五
将
軍
の
衆
三
十
万
‘
馬
邑
に
伏
せ
、
単
子
を
襲

わ
ん
と
欲
す
。
是
の
歳
、
四
将
軍
匈
奴
を
征
す
。
（
中

之
下
）

五
将
璽
云
々
は
、
「
本
紀
」
に
よ
れ
ば
元
光
二
年
の
こ
と
で

あ
り
、
四
将
璽
云
々
は
元
光
六
年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
中
間

に
二
つ
の
「
縣
害
」
が
挟
ま
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
形
式
と

し
て
は
、
変
形
で
あ
る
が
、
内
容
と
し
て
は
「
縣
害
」
と
「
外
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征
」
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
二
つ
の
「
災
害
」
は
ど
ち
ら
も
甲
種
で
あ
る
が
、

二
つ
の
「
災
害
」
が
並
列
さ
れ
て
、
し
か
も
片
方
が
甲
種
で
、

も
う
片
方
が
乙
種
と
い
う
記
事
も
あ
る
。

征
和
三
年
秋
、
蜂
あ
り
。
四
年
夏
、
蜻
あ
り
。
是
よ
り

先
な
る
こ
と
一
年
、
三
将
軍
衆
十
余
万
匈
奴
を
征
す
。
征

和
三
年
、
戴
師
七
万
人
没
み
て
逮
ら
ず
。
（
中
之
下
）

三
年
の
「
鑑
害
」
記
事
が
甲
種
で
あ
り
、
四
年
の
「
縣
害
」

記
事
が
乙
種
で
あ
る
。
甲
種
・
乙
種
と
が
並
び
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
「
外
征
」
を
「
人
為
」
と
し
て
い
る
点
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
災
異
説
と
変
わ
ら
な
い
。

ま
た
、
同
じ
く
甲
種
・
乙
種
を
並
列
し
て
い
る
記
事
と
し
て
。

太
初
元
年
夏
、
蜻
あ
り
。
東
方
よ
り
輩
び
て
、
敦
焙
に

至
る
。
三
年
秋
、
復
た
蜻
あ
り
。
元
年
、
戴
師
将
軍
大

宛
を
征
す
。
天
下
其
の
役
を
奉
ず
る
こ
と
連
年
。
（
中

之
下
）

元
年
の
「
縣
害
」
が
甲
種
で
あ
り
、
三
年
の
「
騒
害
」
が
乙

種
で
あ
る
。
「
人
為
」
に
関
し
て
は
、
こ
れ
も
「
外
征
」
を
挙

げ
て
い
る
。

次
に
、
「
塁
害
」
乙
種
。

元
鼎
五
年
秋
、
蜻
あ
り
。
是
の
歳
、
四
将
軍
南
越
及

び
西
南
夷
を
征
し
、
十
余
郡
を
開
く
。
（
中
之
下
）

乙
種
の
み
で
成
立
し
て
い
る
「
災
異
記
事
」
は
、
こ
れ
だ
け

で
あ
る
。
こ
の
記
事
も
ま
た
「
外
征
」
を
「
人
為
」
と
し
て
い

る。
以
上
、
「
晶
害
」
災
異
説
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
整
理
し
て

み
る
と
、
「
塁
害
」
災
異
説
も
「
旱
魃
」
災
異
説
と
同
じ
く
、

「
外
征
」
を
「
人
為
」
と
す
る
。
例
外
は
平
帝
元
始
二
年
の
記

事
の
み
で
あ
る
。

た
だ
し
、
「
旱
魃
」
災
異
説
と
異
な
る
点
と
し
て
、
征
和
三

年
秋
•
四
年
夏
の
記
事
の
よ
う
に
、
「
縣
害
」
災
異
説
は
甲
種

と
乙
種
と
が
並
列
さ
れ
て
い
る
記
事
も
あ
る
。

な
お
、
丙
種
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
に
お
い
て
述
べ
る
。

第
三
章

「
水
害
」
災
異
説

「
水
害
」
に
対
す
る
災
異
説
（
以
下
「
水
害
」
災
異
説
と
称

す
）
は
、
甲
種
十
一
例
、
乙
種
二
例
、
丙
種
二
十
例
で
あ
る
。

ま
ず
甲
種
か
ら

文
帝
元
年
四
月
、
斉
．
楚
の
地
の
山
二
十
九
所
、
同
日
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倶
に
大
い
に
水
を
発
し
、
潰
出
す
。
劉
向
以
為
ら
く
、

そ

こ

な

か

水
の
土
を
診
う
に
近
し
。
天
戒
め
て
若
く
日
く
、
斉
・

楚
の
君
を
盛
ん
に
せ
し
む
る
こ
と
勿
れ
、
今
制
度
を
失
わ

ば
、
将
に
乱
を
為
さ
ん
と
す
と
。
後
十
六
年
、
帝
の
庶
兄

斉
の
悼
恵
王
の
孫
の
文
王
、
則
ち
斃
ず
。
子
無
け
れ
ば
、

帝
斉
地
を
分
け
、
悼
恵
王
の
庶
子
六
人
を
立
て
、
皆
な

王
と
為
す
。
買
誼
．
鼈
錯
諫
め
、
以
て
古
制
に
違
い
、
恐

ら
く
乱
を
為
さ
ん
と
為
す
。
景
帝
三
年
に
至
り
、
斉
•
楚

七
国
兵
を
起
こ
す
こ
と
百
余
万
、
漢
皆
な
之
を
破
る
。

『
春
秋
』
四
国
同
日
に
災
あ
り
。
（
昭
公
十
八
年
五
月
・

「
五
行
志
上
」
に
関
連
記
事
あ
り
）
漢
、
七
国
同
日

に
衆
山
潰
え
、
咸
な
其
の
害
を
被
る
。
天
威
を
畏
れ
ざ
る

の
明
効
な
り
。
（
下
之
上
）

こ
の
記
事
で
は
「
人
事
」
と
し
て
呉
楚
七
国
の
乱
を
あ
て
て

い
る
。
こ
の
記
事
の
な
か
で
注
意
す
べ
き
は
買
誼
．
鼈
錯
の
「
古

制
に
違
う
」
と
言
う
諫
言
で
あ
る
。
「
水
害
」
災
異
説
の
甲
種

は
人
事
と
し
て
制
度
や
改
廟
問
題
を
「
人
為
」
に
あ
て
る
場
合

が
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
記
事
は
改
廟
問
題
で
あ
る
。

成
帝
建
始
三
年
夏
、
大
水
あ
り
。
三
輔
に
諜
雨
あ
る
こ

と
三
十
余
日
、
郡
国
十
九
と
こ
ろ
に
雨
ふ
る
。
山
谷
水

出
で
て
、
凡
そ
四
千
余
人
を
殺
し
、
官
寺
民
舎
八
万
三
千

余
所
を
壊
つ
。
元
年
、
有
司
甘
泉
の
泰
峙
•
河
東
の
后

土
を
長
安
の
南
北
郊
に
徒
さ
ん
こ
と
を
を
奏
す
。
二
年
、
又

た
薙
の
五
峙
・
郡
国
の
諸
旧
祀
凡
そ
六
所
を
罷
む
。
（
上
）

元
帝
永
光
五
年
夏
及
び
秋
、
大
水
あ
り
。
頴
川
・
汝
南

．
淮
陽
•
鷹
江
雨
ふ
り
、
郷
衆
民
舎
を
壊
ち
、
水
流
人

を
殺
す
に
及
ぶ
。
是
よ
り
先
な
る
こ
と
一
年
、
有
司
郡

国
廟
を
罷
め
ん
こ
と
を
奏
す
。
是
の
歳
、
又
た
迭
毀
を
定

め
、
太
上
皇
・
孝
恵
帝
の
寝
廟
を
罷
め
、
皆
な
復
た
修
む

る
無
し
。
通
儒
以
為
ら
く
古
制
に
違
へ
り
と
。
刑
臣
の
石

顕
事
を
用
う
。
（
上
）

成
帝
建
始
三
年
の
記
事
は
、
改
廟
問
題
を
「
人
為
」
に
あ
て

て
い
る
典
型
例
で
あ
る
。
ま
た
元
帝
永
光
五
年
の
記
事
も
改
廟

問
題
を
「
人
為
」
に
あ
て
て
い
る
が
、
同
時
に
宣
帝
期
の
宦
官

で
あ
り
、
劉
向
ら
と
対
立
し
た
石
顕
が
登
場
し
、
石
顕
の
専
横

を
「
人
為
」
に
併
置
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
特
定
の
個
人

に
「
人
為
」
を
対
応
さ
せ
る
の
が
、
「
水
害
」
災
異
説
の
「
人

為
」
の
も
う
―
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

成
帝
河
平
三
年
二
月
丙
戌
、
腱
為
の
柏
江
山
崩
れ
、

ふ
さ

捐
江
山
崩
れ
、
皆
な
江
水
を
鹿
ぐ
。
江
水
逆
流
し
、
城
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を
壊
ち
、
十
三
人
を
殺
す
。
地
震
う
こ
と
二
十
一
日
を

積
ね
、
百
二
十
四
た
び
動
く
。
元
延
三
年
正
月
丙
寅
、
蜀

郡
の
眠
山
崩
れ
、
江
を
鹿
ぎ
、
江
水
逆
流
し
、
三
日
に
し

て
乃
ち
通
ず
。
劉
向
以
為
ら
く
、
周
の
時
岐
山
崩
れ
、
三

川
娼
き
、
幽
王
亡
ぶ
。
岐
山
と
は
、
周
の
興
る
所
な
り
。

漢
家
、
本
と
蜀
漢
に
起
こ
る
。
今
、
起
こ
る
所
の
地
の
山

崩
れ
川
娼
き
、
星
李
又
た
摂
提
・
大
角
に
及
び
、
参
よ

り
辰
に
至
る
。
殆
ど
必
ず
亡
ば
ん
と
。
其
の
後
三
世
に
し

て
嗣
亡
く
、
王
非
位
を
纂
う
。
（
下
之
上
）

高
后
三
年
夏
、
漢
中
・
南
郡
に
大
水
あ
り
。
水
出
で
て
、

四
千
余
家
を
流
す
。
四
年
秋
、
河
南
に
大
水
あ
り
。
伊
・

推
千
六
百
余
家
を
流
し
、
汝
水
八
百
余
家
を
流
す
。

八
年
夏
、
漢
中
・
南
郡
水
復
た
出
で
て
、
六
千
余
家
を
流

す
。
南
陽
の
河
水
万
余
家
を
流
す
。
是
の
時
、
女
主
独

り
治
め
、
諸
呂
相
い
王
た
り
。
（
上
）

成
帝
元
延
三
年
と
高
后
八
年
と
の
記
事
は
そ
れ
ぞ
れ
、
王
非

．
呂
氏
一
族
と
に
対
応
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
水
害
」
災
異
説
の
甲
種
は
、
「
人
為
」

と
し
て
「
改
廟
問
題
」
や
「
違
古
制
」
に
対
応
し
て
い
る
か
、

或
い
は
「
特
定
の
個
人
」
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き

る。
上
記
以
外
の
「
水
害
」
甲
種
は
、
人
事
を
持
た
な
い
の
で
省

略

し

、

次

に

乙

種

を

挙

げ

る

。

)

文
帝
の
後
三
年
秋
、
大
い
に
雨
ふ
り
、
昼
夜
絶
え
ざ
る

こ
と
三
十
五
日
。
藍
田
山
水
出
で
、
九
百
余
家
を
流
す
。

漢
水
出
で
、
民
室
八
千
余
所
を
壊
ち
、
三
百
余
人
を
殺
す
。

是
よ
り
先
、
趙
人
新
垣
平
、
望
気
を
以
て
幸
を
得
、
上
の

為
に
渭
陽
の
五
帝
廟
を
立
て
、
周
の
鼎
を
出
さ
ん
と
欲
す
。

夏
四
月
を
以
て
、
上
帝
に
郊
見
す
。
歳
余
誅
を
憫
れ
、

逆
を
為
す
を
謀
る
。
発
覚
し
、
要
斬
せ
ら
れ
、
三
族
を
夷

さ
る
。
是
の
時
、
比
り
に
（
顔
師
古
注
、
「
比
、
頻
也
」
）

再
び
、
公
主
を
し
て
単
子
に
配
し
、
賂
遺
甚
だ
厚
し
。

匈
奴
愈
々
謡
り
、
北
辺
を
侵
犯
し
、
殺
略
す
る
に
多
き

こ
と
、
万
余
人
に
至
る
。
漢
、
軍
を
連
発
し
戌
辺
を
征
討

す
。
（
上
）

乙
種
で
の
み
構
成
さ
れ
た
災
異
記
事
で
「
人
為
」
を
持
つ
の

は
、
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
記
事
を
み
る
に
、
「
人
為
」
と

し
て
「
新
垣
平
の
謀
反
」
と
「
匈
奴
征
討
」
と
が
並
列
さ
れ
て

い
る
。
も
う
―
つ
の
「
人
為
」
で
あ
る
「
匈
奴
征
討
」
で
あ
る

が
、
こ
れ
だ
け
で
は
判
断
が
つ
か
な
い
が
、
或
い
は
「
旱
魃
」
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以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
「
旱
魃
」
「
縣
害
」
災
異
説
は
、

対
応
す
る
「
人
為
」
と
し
て
、
民
衆
に
負
担
を
強
い
る
「
外
征
」

「
土
木
事
業
」
が
主
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
一
方
、
「
水
害
」

第
四
章
丙
種
に
お
け
る
問
題

「
縣
害
」
災
異
説
に
お
い
て
見
て
き
た
記
事
と
同
類
の
「
水
害
」

災
異
説
が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
、
「
五
行
志
」
に
あ
る
「
水
害
」
甲
種
・
乙
種
を
ま

と
め
て
み
る
。

「
水
害
」
甲
種
・
乙
種
の
「
人
為
」
に
は
、
「
改
廟
問
題
」

或
い
は
「
特
定
の
個
人
」
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
「
旱
魃
」
「
縣

害
」
災
異
説
の
「
人
為
」
が
、
民
衆
の
負
担
と
な
る
「
外
征
」

「
土
木
事
業
」
で
あ
り
、
民
衆
の
負
担
を
中
心
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
「
水
害
」
災
異
説
で
は
民
衆
の

負
担
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。
特
に
、
「
特

定
の
個
人
」
が
「
人
為
」
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立

し
て
い
る
災
異
説
は
、
「
政
治
権
力
」
に
関
わ
る
災
異
説
と
言

え
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
丙
種
に
つ
い
て
は
第
四
章
に
お
い
て
述
べ
る
。

災
異
説
で
は
、
民
衆
の
負
担
と
は
無
関
係
の
「
改
廟
問
題
」
或

い
は
「
特
定
の
個
人
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
「
五
行
志
」
と
「
本
紀
」
「
列

伝
」
と
の
相
関
性
で
あ
る
。

「
五
行
志
」
に
見
え
る
災
異
説
の
「
災
害
」
と
「
人
為
」
と

の
対
応
関
係
は
、
上
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
甲

種
・
乙
種
と
い
っ
た
「
五
行
志
」
中
に
存
す
る
災
異
説
に
限
定

し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
逆
に
、
「
本
紀
」
「
列
伝
」
中
に
あ
っ

て
も
、
そ
れ
が
「
五
行
志
」
か
ら
見
た
場
合
と
同
様
に
、
「
旱

魃
」
「
縣
害
」
災
異
説
で
は
そ
の
「
人
為
」
が
「
外
征
」
「
土

木
事
業
」
で
あ
り
、
「
水
害
」
災
異
説
は
「
改
廟
問
題
」
「
特

定
の
個
人
」
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
今
度
は

「
旱
魃
」
「
縣
害
」
「
水
害
」
災
異
説
の
丙
種
を
考
察
し
て
い

き
、
そ
こ
か
ら
「
五
行
志
」
と
「
本
紀
」
「
列
伝
」
と
の
相
関

性
を
考
究
す
る
。

最
初
に
、
文
帝
の
後
元
年
の
詔
を
あ
げ
る
。

間
者
数
年
比
り
に
登
ら
ず
。
又
た
水
旱
疾
疫
の
災
有
り
。

朕
甚
だ
之
を
憂
う
。
愚
に
し
て
不
明
、
未
だ
其
の
咎
に
達

せ
ず
。
意
え
ら
く
、
朕
の
政
に
失
う
所
有
る
か
、
行
に
過

ち
有
る
か
。
（
文
帝
紀
）
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こ
の
詔
は
、
「
旱
魃
」
と
「
水
害
」
と
が
並
列
さ
れ
て
「
水

」
と
言
わ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。

こ
の
詔
の
内
容
を
災
異
説
と
認
め
る
か
否
か
が
ま
ず
問
題
と

な
ろ
う
が
、
こ
の
「
水
旱
」
疾
疫
の
災
の
原
因
を
失
政
に
求
め

て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
詔
で
は
、
「
旱
魃
」
「
水
害
」

と
「
失
政
」
と
が
接
近
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

「
災
害
」
と
「
人
為
」
と
が
関
連
づ
け
て
考
え
ら
れ
る
の
が

「
災
異
説
」
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ

の
詔
を
災
異
説
と
み
な
し
て
も
よ
か
ろ
う
が
、
一
般
に
災
異
説

は
武
帝
期
の
董
仲
舒
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
思
考
が
働
い
て
「
大
旱
」
と
「
失
政
」
と

が
結
び
つ
け
ら
れ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
単

純
に
こ
の
詔
を
、
災
異
説
で
あ
る
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

こ
の
詔
に
対
し
て
、
日
原
利
国
「
災
異
と
識
緯
ー
漢
代
思

想
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
」
（
『
漢
代
思
想
の
研
究
』
所
収
・

研
文
出
版
・
一
九
八
六
年
）
は
「
不
完
全
な
形
な
が
ら
災
異
天

譴
的
な
主
張
は
現
れ
て
い
る
」
と
、
こ
の
詔
を
「
災
異
説
の
原

型
」
を
示
す
資
料
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
詔
が
文
帝
期
の
資
料

で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
ま
た
は
「
災
害
」
と
「
失
政
」

と
の
関
係
が
未
詳
な
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
同
説
は
妥
当
だ
と

思
う
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
詔
を
「
災
異
説
の
原
型
」

を
示
す
資
料
と
考
え
て
お
く
。

こ
の
詔
で
は
、
「
旱
魃
」
「
水
害
」
と
が
同
列
に
扱
わ
れ
て
い

る
。
前
述
の
よ
う
に
「
五
行
志
」
の
「
旱
魃
」
災
異
説
と
「
水

害
」
災
異
説
と
で
は
「
人
為
」
の
内
容
が
異
な
っ
て
い
た
、
即

ち
「
五
行
志
」
に
お
け
る
「
旱
魃
」
災
異
説
と
「
水
害
」
災
異

説
と
は
並
列
で
き
な
い
の
だ
が
、
こ
の
詔
で
は
並
列
さ
れ
て
い

る。
次
に
、
武
帝
期
の
「
旱
魃
」
の
例
と
し
て
、
元
封
二
年
と
元

封
三
年
と
の
記
事
を
あ
げ
る
。

ま
ず
、
元
封
二
年
か
ら
。

是
の
歳
、
旱
あ
り
。
天
子
出
づ
る
に
、
名
亡
し
（
平
凡

社
「
東
洋
文
庫
」
狩
野
直
禎
•
西
脇
常
記
共
訳
『
漢
書
郊

祀
志
』
は
「
天
子
は
出
遊
さ
れ
て
は
み
た
も
の
の
名
目
が

立
た
な
い
の
で
、
万
里
沙
で
祈
り
、
通
り
み
ち
泰
山
を
祭

っ
た
」
と
訳
す
）
。
乃
ち
万
里
沙
に
祷
り
、
過
ぎ
て
泰
山

を
祠
る
。
（
郊
祀
志
•
上
）

武
帝
は
、
旱
魃
に
際
し
て
、
万
里
沙
に
祈
祷
し
、
泰
山
を
祠

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
祭
祀
」
で
「
旱
魃
」
に
対
処

し
た
例
で
あ
る
。
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ま
た
、
元
封
三
年
の
記
事
。

夏
、
旱
あ
り
。
公
孫
卿
日
く
「
黄
帝
の
時
、
封
ず
る
に

則
ち
天
旱
す
。
封
を
乾
か
す
こ
と
三
年
」
と
。
上
乃
ち

詔
を
下
す
ら
く
「
天
の
旱
す
る
は
、
封
を
乾
か
す
を
意
ふ

か
°
其
れ
天
下
を
し
て
霊
星
を
尊
祠
せ
し
め
よ
」
と
。
（
郊

祀
志
・
下
）

旱
魃
に
対
し
て
公
孫
卿
は
、
黄
帝
の
時
代
、
封
禅
を
済
ま
せ

た
後
、
封
土
を
乾
か
す
た
め
三
年
の
旱
魃
が
あ
っ
た
、
と
言
う
。

こ
れ
ら
の
記
事
は
、
「
旱
魃
」
の
対
処
と
し
て
「
祭
祀
」
を

お
こ
な
っ
た
例
で
あ
る
。

宣
帝
期
に
入
り
、
「
大
旱
」
と
「
匈
奴
征
討
」
と
を
結
び
つ

け
た
記
事
に
、
魏
相
の
上
奏
文
が
あ
る
。

魏
相
は
宣
帝
の
匈
奴
征
討
を
諫
め
て
言
う
。

…
…
「
軍
旅
の
後
、
必
ず
凶
年
有
り
（
『
老
子
』
第
三

十
章
）
」
。
民
其
の
愁
苦
の
気
を
以
て
、
陰
陽
の
和
を

傷
う
を
言
う
。
兵
を
出
し
て
勝
つ
と
雖
ど
も
‘
猶
お
後
の
憂

有
り
。
恐
ら
く
は
災
害
の
変
此
れ
に
因
り
て
以
て
生
ぜ

ん
。
今
郡
国
守
相
多
く
実
選
さ
れ
ず
（
顔
師
古
注
「
其

の
人
を
得
ざ
る
を
言
う
」
）
、
風
俗
尤
も
薄
く
、
水
旱
時

な
ら
ず
。
（
魏
相
伝
）

「
外
征
」
の
後
、
民
衆
の
「
愁
苦
の
気
」
の
た
め
に
陰
陽
の

和
が
傷
つ
け
ら
れ
て
、
凶
年
が
来
る
と
魏
相
は
指
摘
す
る
。
「
凶

年
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
後
に
あ
る
「
水
旱
不

時
」
よ
り
、
「
水
害
」
や
「
旱
魃
」
の
た
め
に
起
こ
っ
た
「
凶

作
の
年
」
と
解
釈
す
る
と
、
魏
相
の
言
は
結
局
、
民
衆
の
苦
し

み
の
た
め
に
「
水
害
」
「
旱
魃
」
が
起
こ
る
こ
と
を
主
張
し
た

も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
大
規
模
な
外
征
と
い
う
「
失
政
」

を
犯
せ
ば
、
「
水
害
」
「
旱
魃
」
と
い
っ
た
災
害
が
起
こ
る
こ

と
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
「
失
政
」
と
「
災
害
」
と
が
結
び
付

け
ら
れ
て
い
る
点
で
、
文
帝
二
年
の
詔
と
共
通
し
て
い
る
。
そ

し
て
「
災
害
」
と
「
外
征
」
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
点

で
「
五
行
志
」
に
み
え
る
「
旱
魃
」
「
縣
害
」
災
異
説
と
も
共

通
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
言
う
「
水
害
」
は
「
旱
魃
」
と
並

列
さ
れ
て
お
り
、
「
改
廟
問
題
」
「
特
定
の
個
人
」
を
「
人
為
」

と
し
て
持
つ
「
五
行
志
」
の
「
水
害
」
災
異
説
と
は
、
共
通
し

な
い
。以

上
、
文
帝
の
後
元
年
の
詔
・
武
帝
期
の
祭
祀
・
宣
帝
期
の

魏
相
の
上
奏
文
に
見
え
る
「
旱
魃
」
「
水
害
」
及
び
そ
の
対
処

を
み
て
き
た
。
こ
こ
で
「
五
行
志
」
の
災
異
説
と
「
本
紀
」
「
列
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伝
」
の
対
処
と
比
較
し
て
き
た
こ
と
を
整
理
し
、
「
五
行
志
」

と
「
本
紀
」
「
列
伝
」
と
の
関
係
を
も
明
ら
か
に
し
た
い
。

ま
ず
、
「
旱
魃
」
災
異
説
に
つ
い
て
。
文
帝
の
後
元
年
の
詔

•
魏
相
の
上
奏
文
と
相
似
し
て
は
い
る
。
だ
が
「
五
行
志
」
の

「
旱
魃
」
災
異
説
が
、
「
人
為
」
を
明
言
し
て
い
る
の
に
対
し
、

「
本
紀
」
「
列
伝
」
の
方
は
、
具
体
的
な
「
人
為
」
を
あ
げ
て

は
い
な
い
点
で
、
「
五
行
志
」
と
「
本
紀
」
「
列
伝
」
と
は
異

な
る
。つ
づ
い
て
、
「
水
害
」
災
異
説
に
つ
い
て
。
「
本
紀
」
「
列

伝
」
に
お
い
て
は
、
「
水
害
」
は
「
旱
魃
」
と
並
列
さ
れ
て
扱

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
五
行
志
」
に
お
い
て
は
「
水
害
」

災
異
説
は
「
改
廟
問
題
」
「
特
定
の
個
人
」
を
「
人
為
」
と
し

て
お
り
、
「
外
征
」
「
土
木
事
業
」
を
「
人
為
」
と
す
る
「
旱

魃
」
災
異
説
と
同
列
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
お

い
て
、
す
で
に
「
五
行
志
」
と
「
本
紀
」
「
列
伝
」
と
は
異
な

っ
て
い
る

ま
た
、
武
帝
期
の
「
旱
魃
」
「
水
害
」
に
対
す
る
祭
祀
の
例

を
あ
る
こ
と
を
加
え
て
総
括
し
て
み
る
と
、
「
本
紀
」
「
列
伝
」

の
災
害
は
「
五
行
志
」
の
災
異
説
と
は
異
な
っ
た
解
釈
を
施
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
結
局
、
「
五
行
志
」
に
見
え
る
「
旱
魃
」

「
水
害
」
災
異
説
と
、
「
本
紀
」
「
列
伝
」
と
の
厳
密
な
相
関

関
係
は
認
め
が
た
い
。
つ
ま
り
、
「
五
行
志
」
の
「
旱
魃
」
「
水

害
」
災
異
説
の
理
論
は
、
「
本
紀
」
「
列
伝
」
に
お
い
て
は
一

般
性
を
認
め
が
た
い
、
と
言
え
る
。

で
は
、
「
五
行
志
」
と
「
本
紀
」
「
列
伝
」
と
の
相
関
関
係

に
一
般
性
が
認
め
が
た
い
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
「
五
行
志
」
の
災

異
説
が
、
甲
種
・
乙
種
と
に
分
類
で
き
る
の
か
。
「
五
行
志
」

の
「
旱
魃
」
「
塁
害
」
「
水
害
」
と
い
っ
た
「
災
害
」
記
事
が
、

す
べ
て
「
本
紀
」
「
列
伝
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、

両
者
の
関
係
は
「
災
害
」
記
事
を
共
有
す
る
だ
け
で
あ
り
、
理

論
的
に
は
無
関
係
と
し
て
理
解
で
き
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、

「
災
害
」
記
事
が
「
五
行
志
」
と
「
本
紀
」
「
列
伝
」
と
に
ま

た
が
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
り
（
甲
種
）
、
「
五
行
志
」
の
み

に
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
（
乙
種
）
、
或
い
は
災
異

説
と
な
る
こ
と
も
な
く
単
な
る
災
害
記
事
と
し
て
「
本
紀
」
「
列

伝
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
り
す
る
（
丙
種
）
。
こ
う
し
た
分
類

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
基
準
は
一
体
何
な
の
か
。

こ
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
二
点
が
考
え
ら

れ
る
。
―
つ
は
、
『
漢
書
』
の
作
者
で
あ
る
班
固
が
何
ら
か
の

災
異
観
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
主
観
的
に
災
異
記
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事
を
取
捨
選
択
し
た
た
め
。
も
う
―
つ
は
、
客
観
的
に
言
っ
て
、

『
漢
書
』
編
纂
の
際
の
原
資
料
に
限
界
が
あ
っ
た
た
め
。

班
固
が
主
観
的
に
災
異
記
事
を
取
捨
選
択
し
た
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
『
漢
書
』
全
体
に
わ
た
っ
て
考
察
し
て
い
く
べ
き

問
題
で
あ
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
意
見
を
保
留
し
、
稿

を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
し
ば
ら
く
こ
こ
で
は
、
原
資

料
の
限
界
と
い
う
観
点
か
ら
、
甲
種
等
三
種
の
別
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

先
述
し
た
と
お
り
、
本
稿
で
は
「
旱
魃
」
「
縣
害
」
「
水
害
」

災
異
説
を
対
象
と
し
た
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
三
項
目
は
農
業
に

密
接
な
関
係
が
あ
り
、
実
際
に
お
こ
っ
た
災
害
と
し
て
「
災
害
」

部
分
へ
の
考
察
を
省
略
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
例
え

ば
龍
が
登
場
し
た
、
な
ど
と
い
う
災
異
説
な
ら
ば
「
災
害
」
部

分
の
考
察
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
実
で
あ
る
は
ず
の
「
旱
魃
」
「
晶
害
」
「
水
害
」
の
自
然

災
害
が
発
生
し
て
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は

災
異
説
に
は
な
ら
な
い
。
「
災
害
」
を
「
災
異
」
と
認
定
し
「
人

為
」
と
関
連
づ
け
て
こ
そ
、
始
め
て
「
災
異
説
」
と
な
り
う
る

の
で
あ
る
。
「
災
異
説
」
に
は
、
「
災
異
説
」
を
成
立
さ
せ
る

た
め
の
「
解
釈
者
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

こ
の
解
釈
者
は
、
必
ず
し
も
班
固
な
ら
び
に
協
力
者
た
ち
で

あ
る
と
は
限
定
で
き
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
『
漢
書
』
は
様

々
な
資
料
を
用
い
て
編
纂
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
王
利
器
「
《
漢

書
》
材
料
来
源
考
」
（
『
文
史
』
第
二
十
一
輯
•
中
華
書
局
・

一
九
八
三
年
）
は
、
『
漢
書
』
編
纂
に
あ
た
り
使
用
さ
れ
た
書

籍
と
『
漢
書
』
に
お
け
る
該
当
部
分
と
を
示
し
て
あ
る
。
そ
れ

を
見
る
と
、
今
回
使
用
し
た
資
料
に
関
し
て
何
も
言
わ
れ
て
は

い
な
い
が
、
「
五
行
志
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
災
異
記
事
の
す

べ
て
が
班
固
の
手
に
な
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
班
固
の
手

に
な
る
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
班
固
以
前
の
人
物
の
手
に
な
る
災

異
記
事
も
あ
り
う
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
「
五
行
志
」
編
纂
の
際
に
、
班
固
は
「
災
異
説
」
と

し
て
成
立
し
て
い
る
資
料
を
用
い
た
と
仮
定
し
、
そ
れ
ら
の
資

料
を
「
五
行
志
」
の
「
原
本
」
と
称
し
て
お
く
。

と
こ
ろ
で
、
解
釈
者
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
「
災
害
」
を
知

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
限
り
で
は
、
「
人
為
」

と
し
て
「
外
征
」
「
土
木
事
業
」
「
改
廟
問
題
」
「
特
定
の
個

人
」
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
央
に
お
れ

ば
知
る
こ
と
が
で
き
る
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
「
災
害
」
は
地

方
で
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
地
方
で
発
生
し
た
「
災
害
」
は
、
当
然
、
中
央
に

連
絡
が
い
く
は
ず
で
あ
る
。
佐
藤
武
敏
「
秦
漢
時
代
の
水
旱
災
」

（
『
人
文
研
究
』3
5

ー

5
•

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
・
昭
和

五
十
八
年
）
は
、
こ
の
連
絡
手
段
と
し
て
「
計
簿
」
の
存
在
を

指
摘
し
て
お
り
、
「
漢
代
、
こ
の
計
簿
が
あ
る
程
度
保
存
さ
れ
、

歴
史
の
編
纂
に
利
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
『
漢
書
』
地

理
志
に
郡
国
毎
の
戸
口
数
が
見
え
て
い
る
」
と
言
う
。
解
釈
者

も
同
様
に
し
て
「
災
害
」
を
知
り
、
災
異
説
を
成
立
さ
せ
る
場

合
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の
「
晶
害
」
災
異
説
の
う
ち
、

「
五
行
志
」
太
初
元
年
夏
の
「
鑑
害
」
の
災
異
記
事
で
は
、
「
太

初
元
年
夏
、
蜻
従
東
方
蛮
至
敦
煙
」
と
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
「
本
紀
」
で
も
同
じ
く
「
蜻
従
東
方
飛
至
敦
煽
」
と
あ
る
。

「
蛮
」
と
「
飛
」
と
の
違
い
を
除
け
ば
、
両
者
は
全
く
同
じ
表

現
を
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
「
蛮
」
と
「
飛
」
と
の
関
係
に
つ

い
て
、
顔
師
古
が
「
蛮
、
読
み
飛
と
日
う
」
と
注
釈
し
て
い
る

こ
と
か
ら
「
蛮
」
と
「
飛
」
と
は
通
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

結
果
と
し
て
「
五
行
志
」
と
「
本
紀
」
と
に
「
蜻
従
東
方
輩
（
飛
）

至
敦
煙
」
と
い
う
同
じ
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
時
の
「
縣
害
」
は
、
「
郊
祀
志
」
に
も
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
「
蜻
大
起
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
五
行
志
」

と
「
本
紀
」
と
は
同
一
の
表
現
を
有
し
て
お
り
、
「
郊
祀
志
」

の
表
現
は
そ
れ
と
異
な
っ
て
い
る
原
因
を
計
簿
の
存
在
と
併
せ

て
考
え
て
み
る
と
、
太
初
元
年
の
「
騒
害
」
の
場
合
、
「
五
行

志
」
「
本
紀
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
計
簿
が
、
ま
た
「
郊
祀
志
」

で
は
異
な
っ
た
計
簿
が
そ
れ
ぞ
れ
原
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
推
論
を
用
い
て
甲
種
・
乙
種
と
い
う
ふ
う
に
分
類
が
可

能
な
理
由
を
推
測
す
る
な
ら
ば
、
甲
種
と
は
「
本
紀
」
編
纂
に

用
い
ら
れ
た
計
簿
と
同
種
の
資
料
を
も
と
に
成
立
し
た
災
異
記

事
で
あ
り
、
乙
種
と
は
「
本
紀
」
編
纂
の
際
に
用
い
ら
れ
な
か

っ
た
計
簿
を
も
と
に
成
立
し
た
災
異
記
事
と
な
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
甲
種
・
乙
種
に
災
異
記
事
を
分
類
で
き
る
原

因
・
理
由
に
つ
い
て
は
、
い
ま
―
つ
の
柱
、
す
な
わ
ち
班
固
の

災
異
観
を
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
今
は
、

資
料
に
相
異
が
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
の
推
論
を
示
す
に
と
ど
め

る。
次
に
問
題
と
す
べ
き
は
、
甲
種
と
乙
種
と
の
記
事
数
の
相
関

性
で
あ
る
。
影
山
氏
年
表
に
よ
れ
ば
、
「
旱
魃
」
災
異
説
は
甲

種
七
例
、
乙
種
八
例
、
丙
種
二
十
二
例
で
あ
る
。
「
縣
害
」
災
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異
説
で
は
甲
種
六
例
、
乙
種
三
例
、
丙
種
三
例
で
あ
る
。
「
水

害
」
災
異
説
で
は
甲
種
十
一
例
、
乙
種
二
例
、
丙
種
二
十
例
で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
「
旱
魃
」
災
異
説
で
は
甲
種
と

乙
種
と
が
ほ
ぼ
同
数
、
「
縣
害
」
災
異
説
で
は
甲
種
が
多
く
、

「
水
害
」
災
異
説
で
は
、
乙
種
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
が
看
取

で
き
る
。
な
ぜ
、
甲
種
が
多
か
っ
た
り
、
乙
種
が
多
か
っ
た
り

し
て
、
一
定
の
比
率
に
収
ま
り
え
な
い
の
か
。
特
に
、
「
水
害
」

災
異
説
の
乙
種
が
極
端
に
少
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
災
害
の
性
格
及
び
そ
の
対
処
法
の
相
異
に
注
目
し
て

み
る
。前
掲
の
文
帝
後
元
年
の
詔
に
お
い
て
は
、
「
旱
魃
」
「
水
害
」

は
「
水
旱
」
と
並
列
さ
れ
、
民
衆
の
負
担
と
結
び
つ
い
て
い
た
。

「
水
旱
」
と
民
衆
の
負
担
と
が
結
び
つ
く
原
因
に
関
し
て
、
木

村
正
雄
「
支
那
倉
庫
制
度
発
達
の
基
礎
条
件
—
l

漢
代
に
於
け

る
「
水
」
の
建
設
と
破
壊
—
_
」
（
『
史
潮
』
第
十
年
第
三
・

四
号
・
大
塚
史
学
会
・
昭
和
十
六
年
）
は
、
土
木
事
業
や
戦
争

の
た
め
に
民
衆
を
動
か
す
と
、
「
恐
ら
く
農
業
労
働
力
の
不
足

の
為
に
、
年
々
行
う
べ
き
涸
漑
用
運
河
（
溝
温
等
）
の
浚
渫
が

不
可
能
で
あ
り
、
又
旱
地
農
業
に
要
す
る
労
働
力
が
不
足
す
る

か
ら
」
水
旱
が
起
こ
る
と
す
る
。

木
村
説
に
依
れ
ば
、
「
旱
魃
」
「
晶
害
」
災
異
説
の
「
人
為
」

が
、
民
衆
の
負
担
を
中
心
と
し
た
「
土
木
事
業
」
「
外
征
」
で

あ
っ
た
こ
と
の
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
「
水
害
」
災
異

説
の
「
人
為
」
は
「
改
廟
問
題
」
「
特
定
の
個
人
」
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
水
害
」
災
異
説
に
つ
い
て
は
木
村
説
を

用
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
水
害
」
災
異
説
の
特
殊
性
は
、
「
旱
魃
」
「
縣
害
」
災
異

説
以
外
の
様
々
な
災
異
説
と
比
較
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
「
旱
魃
」
「
晶
害
」
災
異
説
と
の
関
連
に
し
ぽ
っ
て
述

べ
る
。「
旱
魃
」
「
縣
害
」
と
「
水
害
」
と
で
は
、
ま
ず
災
害
に
対

す
る
対
策
も
、
政
治
上
の
扱
い
も
異
な
る
。

「
旱
魃
」
に
関
し
て
前
掲
の
佐
藤
論
文
は
、
旱
災
の
場
合
「
全

体
と
し
て
対
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
」
と
言
う
。

ま
た
同
論
文
は
、
具
体
的
な
「
大
旱
」
へ
の
救
済
策
と
し
て
、

文
帝
後
六
年
の
旱
魃
で
は
、
政
治
の
経
費
削
減
・
貧
民
へ
の
食

料
配
給
・
売
官
（
文
帝
紀
）
が
、
景
帝
中
三
年
夏
の
時
に
は
、
穀

物
の
消
費
量
を
抑
え
る
た
め
に
、
酒
の
売
を
禁
じ
た
こ
と
（
景

帝
紀
）
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
大
旱
」

が
起
こ
っ
て
か
ら
の
対
応
で
あ
り
、
い
わ
ば
事
後
策
で
し
か
な

(77) 



1588 

、,0し
一
方
、
「
水
害
」
は
「
旱
魃
」
と
違
い
、
木
村
氏
前
掲
論
文

に
よ
れ
ば
定
期
的
な
灌
漑
運
河
の
手
入
れ
が
な
い
と
起
こ
る
の

で
あ
る
。
だ
が
逆
に
言
え
ば
、
定
期
的
な
浚
渫
作
業
に
よ
っ
て

洪
水
は
予
防
可
能
な
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
事
前
策
が
問
題
と
な

る。
こ
れ
は
、
「
水
害
」
で
は
人
為
的
行
為
の
占
め
る
割
合
が
高

い
こ
と
を
示
す
。
「
大
旱
」
が
事
後
策
し
か
取
れ
な
い
の
と
は

対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
、
『
史
記
』
に
は
「
河
渠
書
」
が
、
『
漠

書
』
に
は
「
溝
温
志
」
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
よ
う
に
、
治
水
問
題

は
、
政
府
の
根
本
的
な
政
策
に
拘
わ
る
大
問
題
で
あ
る
。
つ
ま

り
「
水
害
」
は
事
前
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
国
家
に
と

っ
て
最
重
要
課
題
の
一
っ
で
あ
る
か
ら
、
「
旱
魃
」
「
畠
害
」

と
は
異
な
っ
て
い
る
。

そ
う
考
え
る
と
、
以
下
の
推
論
が
成
立
し
よ
う
。

「
水
害
」
は
そ
の
重
要
度
か
ら
察
し
て
も
、
「
旱
魃
」
「
騒

害
」
と
は
扱
い
が
異
な
る
。
朝
廷
内
で
も
、
事
後
策
し
か
と
れ

な
い
「
旱
魃
」
「
縣
害
」
よ
り
も
事
前
策
の
と
れ
る
「
水
害
」

の
方
を
問
題
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
は
、
各
地

で
発
生
し
た
「
水
害
」
の
情
報
は
、
「
旱
魃
」
「
縣
害
」
よ
り

も
比
較
的
容
易
に
、
災
異
解
釈
者
に
も
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
、
「
水
害
」
災
異
説
の
乙
種
の
数

は
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
甲
種
・
乙
種

の
数
量
の
相
異
は
災
害
の
取
り
扱
い
の
相
異
の
た
め
で
あ
り
、

ま
た
、
情
報
と
し
て
の
浸
透
の
度
合
い
の
違
い
が
原
因
と
な
っ

た
と
考
え
る
。

同
様
に
、
「
旱
魃
」
「
縣
害
」
災
異
説
で
は
「
人
為
」
が
「
外

征
」
「
土
木
事
業
」
で
あ
り
、
「
水
害
」
災
異
説
で
は
「
特
定

の
個
人
」
「
改
廟
問
題
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
人
為
」
の
内

容
が
「
旱
魃
」
「
縣
害
」
災
異
説
と
「
水
害
」
災
異
説
と
で
は

異
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
「
旱
魃
」
「
縣
害
」
と
「
水
害
」

と
で
は
、
取
り
扱
い
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
。

本
稿
は
、
災
異
説
を
甲
•
乙
．
丙
種
の
三
種
類
に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
と
り
あ
げ
、
「
五
行
志
」
と
「
本
紀
」
「
列

伝
」
と
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
者
に
密
接
な
相
関
性
が

あ
る
と
は
認
め
が
た
い
、
す
な
わ
ち
必
ず
し
も
一
般
性
が
あ
る

と
は
認
め
が
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
甲
種
・
乙
種
の
存
在
理

由
を
資
料
面
よ
り
見
て
、
計
簿
の
存
在
と
災
害
自
体
の
扱
い
が
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災
異
説
に
関
す
る
論
文
を
整
理
し
て
紹
介
す
る
と
以
下
の
ご

と
く
で
あ
る
。
た
だ
し
紙
幅
の
関
係
で
選
択
を
限
定
し
た
の
で

あ
っ
て
、
こ
れ
以
外
に
論
考
が
多
く
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。災
異
説
の
研
究
と
し
て
最
初
に
と
り
あ
げ
る
べ
き
は
、
重
沢

俊
郎
「
董
仲
舒
研
究
」
（
『
周
漢
思
想
研
究
』
所
収
・
昭
和
十

八
年
・
弘
文
堂
書
房
）
で
あ
る
。
同
論
文
は
、
董
仲
舒
に
よ
っ

て
、
災
異
説
が
始
め
て
整
備
さ
れ
、
そ
の
災
異
思
想
は
陰
陽
と

五
行
と
を
原
理
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
君
主
権
を
抑
制
す
る
働

き
が
あ
っ
た
と
す
る
。
同
研
究
を
受
け
、
「
董
仲
舒
の
災
異
説

が
君
主
権
に
対
し
て
自
己
主
張
を
準
備
し
て
ゆ
く
理
論
的
成
長

過
程
を
追
跡
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
論
文
と
し
て
、
伊
藤

計
「
董
仲
舒
の
災
異
説
—
l
高
廟
園
災
対
と
い
う
上
奏
文
を
中

心
に
し
て
—
_
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
六
十
一
号
・
一
九
七
九

年
・
東
北
大
学
中
国
文
史
哲
研
究
会
）
が
あ
る
。
重
沢
説
と
反

対
に
「
武
帝
の
権
力
を
確
立
し
、
拡
大
す
る
方
向
で
災
異
説
を

〔
附
記
〕

違
っ
て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
を
採
っ
て
い
る
。

展
開
」
し
た
と
す
る
論
文
に
、
有
田
頴
右
「
董
仲
舒
の
災
異
説

に
つ
い
て
」
（
『
竹
内
照
夫
博
士
古
稀
記
念
中
国
学
論
文
集
』

•
昭
和
五
十
六
年
）
が
あ
る
。

劉
向
の
災
異
説
に
関
し
て
は
、
池
田
秀
三
「
劉
向
の
学
問
と

思
想
」
（
『
東
方
学
報
京
都
』
第
五
十
冊
・
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
・
昭
和
五
十
三
年
）
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
「
劉

向
の
学
問
と
思
想
全
体
の
性
格
と
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
『
新
序
』
『
説
苑
』
な
ど

の
劉
向
の
著
作
を
始
め
、
そ
の
目
録
学
、
経
学
、
政
治
思
想
な

ど
ま
で
網
羅
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
災
異
説
に
関
し
て
、
劉
向

の
災
異
説
は
董
仲
舒
の
災
異
説
を
全
面
的
に
継
承
し
て
お
り
、

そ
の
論
の
根
拠
は
表
面
上
は
春
秋
穀
梁
伝
で
あ
る
。
し
か
し
、

す
べ
て
が
穀
梁
伝
に
基
づ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
公
羊
説

や
左
伝
に
基
づ
く
場
合
も
あ
り
、
実
際
に
は
三
伝
兼
採
、
と
言

う
。
劉
向
の
災
異
説
を
歴
史
的
に
位
置
つ
け
し
て
い
る
論
文
に
、

田
中
麻
紗
巳
「
劉
向
の
災
異
説
に
つ
い
て
|
l
前
漢
思
想
の
一

面
|
_
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
二
十
四
号
・
一
九
七
0
年
・
東

北
大
学
文
史
哲
研
究
会
）
が
あ
り
、
劉
向
の
災
異
説
は
、
当
時

の
予
言
に
進
む
災
異
説
の
傾
向
を
否
定
し
、
基
本
的
に
は
重
沢

説
の
い
う
董
仲
舒
の
災
異
説
を
継
承
し
て
い
る
、
と
言
う
。
劉

(79) 
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向
と
劉
飲
と
の
災
異
説
の
比
較
を
試
み
た
論
文
と
し
て
、
板
野

長
八
「
災
異
説
よ
り
見
た
劉
向
と
劉
飲
」
（
東
方
学
会
創
立
二

十
五
周
年
記
念
東
方
学
論
集
•
昭
和
四
十
七
年
）
が
あ
る
。
劉

向
の
災
異
説
に
は
法
則
性
が
あ
る
か
ど
う
か
不
明
な
の
に
対
し

て
、
劉
飲
の
災
異
説
は
法
則
性
の
明
ら
か
な
も
の
が
多
い
、
と

言
う
。
そ
の
ち
が
い
の
原
因
に
つ
い
て
、
渡
会
顕
「
劉
飲
の
災

異
説
に
つ
い
て
」
（
『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
第
七
号

•
昭
和
五
十
八
年
）
は
、
劉
向
は
帝
権
の
衰
退
の
時
期
に
あ
た

り
、
漢
王
朝
擁
護
の
た
め
に
災
異
説
を
用
い
、
劉
飲
は
自
己
の

推
す
古
文
経
学
確
立
の
た
め
に
災
異
説
を
用
い
た
た
め
と
す
る
。

ま
た
、
『
左
伝
正
義
』
や
『
漢
書
』
五
行
志
等
に
残
さ
れ
た
劉

飲
の
春
秋
説
を
個
別
に
考
察
し
て
い
る
論
文
に
、
田
中
麻
紗
巳

「
劉
欽
春
秋
説
の
一
考
察
」
（
『
森
三
樹
三
郎
博
士
頌
寿
記
念

東
洋
学
論
集
』
・
昭
和
五
十
四
年
）
が
あ
る
。

時
代
を
中
心
に
し
て
み
る
と
、
宣
帝
期
の
災
異
説
に
関
し
て
、

松
島
隆
裕
「
前
漢
後
期
に
お
け
る
祥
瑞
の
一
考
察

I

『
漢
書
』

宣
帝
紀
を
中
心
に
|
_
」
（
『
倫
理
思
想
研
究
』
二
号
・
昭
和

五
十
二
年
）
が
あ
る
。
宣
帝
は
、
民
間
出
身
の
た
め
自
ら
に
権

威
づ
け
を
す
る
た
め
、
祥
瑞
を
利
用
す
る
が
、
そ
の
背
後
で
災

異
説
は
前
兆
・
予
言
化
を
進
ん
で
い
く
、
と
す
る
。
同
氏
は
つ

づ
い
て
、
「
前
漢
元
帝
期
の
災
異
と
災
異
説
」
（
『
倫
理
思
想

研
究
』
三
号
・
昭
和
五
十
三
年
）
に
お
い
て
、
元
帝
期
の
災
異

説
を
考
究
し
て
い
る
。
漢
王
朝
を
擁
護
す
る
た
め
、
儒
者
官
僚

が
政
治
的
に
用
い
た
手
段
が
災
異
説
で
あ
り
、
元
帝
期
を
成
帝

期
以
降
に
新
た
な
展
開
を
と
げ
て
い
く
胎
動
期
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
元
帝
期
か
ら
成
帝
期
に
か
け
て
、
災
異
説
が
そ
の
時
の

情
況
や
そ
こ
に
置
か
れ
た
人
物
の
立
場
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て

い
た
か
を
論
じ
た
論
文
に
、
沢
田
多
喜
男
「
前
漢
の
災
異
説
」

（
『
東
海
大
学
文
学
紀
要
』
第
十
五
輯
•
一
九
七
一
年
）
が
あ

る
。
ま
た
、
影
山
輝
国
「
漢
代
に
お
け
る
災
異
と
政
治
ー
ー
宰

相
の
災
異
責
任
を
中
心
に
—
ー
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
九
十
編

第
八
号
・
一
九
八
一
年
）
は
武
帝
期
よ
り
後
漢
に
か
け
て
、
宰

相
の
職
責
が
現
実
的
政
治
よ
り
天
子
の
災
異
責
任
を
肩
代
わ
り

す
る
存
在
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
同
じ

く
後
漢
ま
で
を
視
野
に
収
め
、
災
異
説
と
識
緯
説
と
の
流
れ
を

礼
教
理
論
と
関
係
づ
け
て
論
じ
た
論
文
に
、
日
原
利
国
「
災
異

と
識
緯
」
（
『
漢
代
思
想
の
研
究
』
・
研
文
出
版
・
一
九
八
六

年
）
が
あ
る
。

最
後
に
、
「
五
行
志
」
に
関
し
て
。
「
五
行
志
」
に
お
い
て
、

董
仲
舒
説
や
劉
向
説
は
混
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
の

(SO) 
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整
理
を
目
的
と
し
た
論
文
に
坂
本
具
償
「
『
漢
書
』
五
行
志
の

災
異
説
I

董
仲
舒
説
と
劉
向
説
の
資
料
分
析
—
_
」
（
『
日

本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
集
・
一
九
八
八
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、

本
稿
の
は
じ
め
に
挙
げ
た
吉
川
忠
夫
•
富
谷
至
共
訳
『
漢
書
五

行
志
』
に
お
け
る
吉
川
忠
夫
「
解
説
」
は
、
「
五
行
志
」
の
概

説
と
な
っ
て
い
る
。
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